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現
在
、「
脱
メ
タ
ボ
」
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
に
該
当
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る

現
状
と
、
そ
れ
が
中
高
年
の
健
康
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
環
境
に
よ
り
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
進
み
、
高
血
圧•

高
血
糖•

脂
質
異
常
な
ど
が
重
な
っ
て

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。特
に
中
高
年
層
で
は
、

こ
れ
ら
の
症
状
が
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

と
い
っ
た
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
り
や

す
く
、
健
康
寿
命
を
縮
め
る
原
因
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
国
は
「
健
康
日
本

21
」
な
ど
の
施
策
を
通
じ
て
、
生
活
習

慣
の
改
善
を
促
し
て
い
ま
す
。
厚
労
省

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
と
非
該
当
者
で

は
年
間
の
医
療
費
に
大
き
な
差
が
あ
る

そ
う
で
す
。
食
べ
過
ぎ
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
過
剰
に
な
る
と
、
内
臓
脂
肪
を

増
や
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
日
頃
の
食

生
活
を
見
直
し
、
運
動
な
ど
も
取
り
入

れ
る
こ
と
が
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
。

スローショッピング

次回は10月1日

in マルトSC草野店
（いわき市平下神谷字仲田120）

住み慣れた地域で共に生き、支え合い、
誰もが安心して、健康で自分らしく暮らせるまち いわき

協力：株式会社マルト／チームブルー／いわき市社会福祉協議会平地区協議会／ＮＰＯ法人地域福祉ネットワークいわき 平地域包括支援センター
問い合わせ：いわき市役所保健福祉部地域包括ケア推進課事業推進係 ☎0246-27-8575

ゆ
っ
く
り
な
会
計
で
す

交
流
の
場
あ
り
ま
す

買
い
物
付
き
添
い
ま
す※

※

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

サポートが必要な方も自分のペースで自由に買い物できます

スーパーマーケット「マルト」と、認知症の方やその家族をサポートするボランティア
団体「チームブルー」が協力し、普段のお買い物に不便を抱える方、ものわすれが気
になる方、障がいを持つ方など、どなたでも買い物を楽しむことができる取り組みです。

開催日時：毎月第１水曜日 13:30～15:30
（うち ゆっくり会計できるスローレジは 14:00～15:00）

明
日
か
ら
元
気
！

中
高
年
の
脱
メ
タ
ボ

˔
˔
˔
˔
˔
˔
˔
˔

今
月
の
特
集
テ
ー
マ
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◆
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄

積
に
よ
り
血
圧
や
血
糖
、
血

清
脂
質
の
異
常
を
ひ
き
起
こ

す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
診
断
基
準
は
腹
囲
が
基

準
値
以
上
あ
る
こ
と
が
必
須

条
件
で
す
。
内
臓
脂
肪
蓄
積

の
指
標
は
腹
囲
を
用
い
て
い

ま
す
。
食
生
活
を
見
直
し
腹

囲
が
基
準
値
以
下
に
な
れ

ば
、
血
圧
や
血
糖
、
血
清
脂

質
も
改
善
す
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

腹
囲
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
最
も
重
要
な
原
因
は
、

過
食
と
運
動
不
足
で
す
。
こ

れ
ら
は
な
か
な
か
自
力
で
改

善
す
る
こ
と
は
困
難
な
生
活

習
慣
で
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

血
圧
や
血
糖
、血
清
脂
質
は
、

腹
囲
以
外
の
要
因
の
影
響
も

受
け
る
の
で
、
た
だ
や
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
食
生
活
の

改
善
や
運
動
な
ど
を
適
切
な

方
法
で
、
並
行
し
て
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

効
果
的
な
方
法
を
自
分
の

力
だ
け
で
見
つ
け
る
の
が
難

し
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
、
保

険
者
（
加
入
し
て
い
る
市
町

村
国
保
や
健
保
組
合
な
ど
）

が
提
供
す
る
「
特
定
保
健
指

導
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
あ
て
は
ま
る
人

は
、
特
定
健
康
診
査
の
後
で

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な

り
保
険
者
か
ら
連
絡
が
く
る

は
ず
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た

C
判
定
か
ら
A
判
定
へ
！

健
康
診
断
の
衝
撃

　
　
　
　「
隠
れ
肥
満
」

2
0
2
3
（
令
和
５
）
年

の
健
康
診
断
で
、
編
集
室
の

50
代
男
性
ス
タ
ッ
フ
S
は

思
わ
ぬ
結
果
を
目
に
し
た
。

『
C
判
定
』
と
書
か
れ
て

お
り
、
医
師
か
ら
は
「
心
臓

に
負
担
が
か
か
る
し
、
脂
肪

肝
も
あ
り
ま
す
」
と
指
摘
さ

れ
た
の
だ
。
見
た
目
に
は
全

く
太
っ
て
い
な
く
て
も
、
内

臓
脂
肪
が
増
え
、
肝
臓
に
も

脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
。
放
置
す
れ
ば
生
活

習
慣
病
や
心
臓
病
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
知
り
、
彼
は
生

活
改
善
を
決
意
し
た
。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、

夜
食
を
や
め
る
こ
と
だ
っ

た
。「
就
寝
前
の
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
や
ス
ナ
ッ
ク
が
習
慣

で
し
た
が
、
こ
れ
を
や
め
ま

し
た
。
最
初
は
物
足
り
な
く

て
寝
つ
き
も
悪
か
っ
た
で
す

が
、
1
週
間
ほ
ど
で
慣
れ
ま

し
た
」
と
話
す
。
加
え
て
減

塩
に
も
挑
戦
。
家
族
の
サ
ポ

ー
ト
で
薄
味
の
料
理
を
食
べ

る
こ
と
を
心
が
け
た
ほ
か
、

漬
物
や
加
工
食
品
も
控
え
る

こ
と
で
、
む
く
み
が
減
り
体

が
軽
く
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を

朝
型
に
切
り
替
え
た
。
22
時

に
就
寝
、
朝
5
時
に
起
床
す

る
習
慣
を
つ
け
、
朝
の
す
っ

き
り
感
を
実
感
し
た
こ
と
で

「
夜
の
間
食
も
自
然
と
減

り
、
仕
事
の
集
中
力
も
高
ま

り
ま
し
た
」
と
笑
う
。

半
年
ほ
ど
経
つ
と
、
お
腹

周
り
が
す
っ
き
り
。
血
圧
も

安
定
し
、
健
康
診
断
の
結
果

を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ

た
。
そ
し
て
迎
え
た
1
年
後

の
検
診
で
は
、
見
事
A
判

定
を
獲
得
。
脂
肪
肝
の
指
摘

も
な
く
な
り
、
血
圧
や
内
臓

脂
肪
の
数
値
も
改
善
し
て
い

た
。「
無
理
な
食
事
制
限
を

し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
夜
食
を
や
め
、
朝
型
生

活
に
変
え
る
だ
け
で
、
こ
こ

ま
で
体
が
応
え
て
く
れ
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

振
り
返
る
。

現
在
は
さ
ら
に
運
動
も
取

り
入
れ
、習
慣
化
し
て
い
る
。

「
軽
い
筋
ト
レ
を
加
え
ま
し

た
。
2
0
2
5
年
の
健
康

診
断
で
も
良
い
結
果
が
出
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
」
と
意
気
込
む
。

脱
メ
タ
ボ
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
シ
ン
プ
ル
だ
。「
ま

ず
一
つ
や
め
て
み
る
こ
と
。

私
の
場
合
は
夜
食
を
や
め
る

こ
と
が
大
き
な
一
歩
で
し

た
。
体
調
も
良
く
な
り
、
気

持
ち
ま
で
前
向
き
に
な
れ
ま

し
た
」

―
気
付
け
ば
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
。
読
者
の
皆
様
も
ぜ
ひ
参

考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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■休診日 火曜・木曜午後/土曜/日曜/祝祭日

院長 佐藤かおる 日本耳鼻咽喉科学会認定耳鼻咽喉科専門医
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し
み
な
が
ら
続
け
る
こ
と

が
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

る
コ
ツ
で
す
。

◆
適
切
な
食
生
活

日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は

多
く
、
高
血
圧
や
心
疾
患
、

脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

要
因
と
な
り
ま
す
。
減
塩
の

目
安
は
、
1
日
あ
た
り
男

性
7
•
5
g
未
満
、
女
性

6
•
5
g
未
満
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
加

工
食
品
や
外
食
の
頻
度
を
減

ら
す
こ
と
で
す
。
味
噌
や
醤

油
な
ど
の
調
味
料
は
使
い
す

ぎ
に
注
意
し
、
代
わ
り
に
香

辛
料
や
出
汁
を
活
用
し
て
風

味
を
引
き
立
て
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
薄
味
に
慣
れ
る
こ

と
も
必
要
で
、
少
し
ず
つ
塩

分
を
減
ら
し
て
い
く
と
味
覚

が
変
わ
り
ま
す
。
食
品
の
栄

養
表
示
を
確
認
し
、
減
塩
商

品
を
選
ぶ
の
も
効
果
的
で

す
。
減
塩
は
、
日
々
の
積
み

重
ね
が
大
切
で
す
。

◆
禁
煙

愛
煙
家
の
方
に
は
耳
が
痛

い
話
で
す
が
、
喫
煙
の
リ
ス

ク
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
喫
煙
が
重
な
る
と
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
の
リ
ス
ク
が

相
乗
的
に
上
昇
し
ま
す
。
福

島
県
で
も
昨
年
度
か
ら
「
み

ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
減

塩
・
禁
煙
・
脱
肥
満
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
民
全
体
で

メ
タ
ボ
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

体
と
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
、

国
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
・

推
進
す
る
運
動
で
す
。

具
体
的
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
た
企
業
等
に

対
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防

に
直
接
つ
な
が
る
3
つ
の
行

動
「
適
度
な
運
動
」、「
適
切

な
食
生
活
」、「
禁
煙
」
を
従

業
員
・
職
員
へ
の
呼
び
か
け

る
ほ
か
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
・
協
力
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
消
費
者

へ
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ

て
も
ら
う
も
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
掲
げ
る
適
度
な

運
動
・
適
切
な
食
生
活
・
禁

煙
の
具
体
例
と
、
ス
タ
ッ
フ

の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
適
度
な
運
動

運
動
、
特
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な

ど
の
有
酸
素
運
動
は
、
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
の
に
有
効

で
、
血
糖
値
や
血
圧
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
管
理
に
も
役

立
ち
ま
す
。
運
動
は
1
日
30

分
を
目
安
に
週
に
3
回
以
上

継
続
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

て
お
り
、
通
勤
時
に
歩
く
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
階

段
を
利
用
す
る
な
ど
、
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
基

礎
代
謝
を
上
げ
る
た
め
に
有

効
で
す
。
ま
た
、
運
動
に
は

ス
ト
レ
ス
軽
減
や
睡
眠
の
質

向
上
と
い
っ
た
精
神
面
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
生
活
の
質

を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で
楽

国
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
施
策
「
健
康
日

本
21
」。
日
本
人
の
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
生
活
の
質

（
Q
O
L
）
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
掲
げ
な
が

ら
、
地
域
や
職
場
、
学
校
な

ど
で
健
康
に
関
す
る
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

重
点
項
目
に
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
食
生
活
の
改
善
、
運

動
習
慣
の
定
着
、
禁
煙
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
に
も
重
点
が
置
か
れ
て

お
り
、
特
定
健
診
や
特
定
保

健
指
導
の
実
施
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
健
康
日
本
21（
第
三
次
）」

（
令
和
６
年
度
〜
令
和
17
年

度
）
で
は
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
健
康
づ
く
り
」
と

「
よ
り
実
行
性
を
も
つ
取
組

の
推
進
」
に
よ
り
、
全
て
の

国
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。（
厚
生
労
働
省
「
健
康

日
本
21
ア
ク
シ
ョ
ン
支
援

シ
ス
テ
ム
〜
健
康
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
参
照
）

◆「
ス
マ
ー
ト・
ラ
イ
フ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
導
入

厚
生
労
働
省
で
は
、
よ

り
多
く
の
国
民
の
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
健
康
寿
命
を
の

ば
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
1
1（
平
成
23
）年
に「
ス

マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
企
業
・
団
体
・
自
治

編
集
室
50
代
S
の
健
康
診
断

改
善
ス
ト
ー
リ
ー

ロ
ー
ム
と「
健
康
日
本
21
」
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■院長 / 赤池徹哉　■診療科目 / 耳鼻咽喉科

■休診日/第3水曜日・日曜日・祝日

診療機関
午前
9：00～12：00
午後
2：00～ 5：30

月 火 水 木 金 土

●
●

●
●

▲
休

●
●

●
●

●
休

[予約優先]予約専用ダイヤル 0246-28-2300
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病を越えて続ける — —

私は2023年夏に難病ALSを発症しましたが、「妻と一緒に過ごした
い」「大学生の息子が自立するのを見届けたい」「娘たちのこれからや孫
の成長を見たい」と思い、気管切開を含む医療行為を受ける決断をしま
した。これまでの人生で最も厳しい試練ですが、「突然死するよりはまし
だ」と自分に言い聞かせています。仕事としては、医師会で取り組んで
きた活動の中で継続可能なものとして、住民への語りかけを続けること
にしました。
2024年7月17日には、四倉の海嶽寺で住民向けに講演を行いました。

大勢の方が聴講に来てくださり、冒頭でALSを発症したことを説明した
後は、これまで取り組んできた地域医療や医師会活動について主にお話
ししました。
その後、病気が進行し、2025年3月に喉頭気管分離術を受けました。

永久気管孔を造設したため発声はできませんが、少量の飲食は可能で
す。歩行器を使ってトイレまで歩けますが、それ以外はほぼ介護を受け
ています。手指の動きも悪化し、スマホ操作ができなくなったため、現
在は視線入力装置と指で押すボタンを組み合わせて操作しています。
2025年7月17日には、いわき市保健所の難病研修会で介護支援専門員

など関係者向けに講演を行いました。ALS患者に必要な支援について詳
しく説明し、医師会活動とALSに関する話の比率は1対3ほどでした。
発語ができないため、講演では自分の声を再現できるソフト『ボイス

ター』を使用しています。これは発症後3か月に録音した私の音声データ
を基に、入力した文章を私の声で再生してくれるものです。妻がインタ
ーネットで見つけてくれましたが、自分自身の声で話せることをありが
たく感じています。

いわき医師会｜特別編

今後は主に3つの講演が予定されています。私がALSを発症して以来
続けたいと思っている活動である『在宅医療出前講座』『小学生などに向
けたいのちの授業』『ALSに関する啓発活動』です。
『在宅医療出前講座』は2014年から、医師会と地域包括支援センター
が協力して実施しています。7か所の地域ごとに公民館などで開催し、診
療所の医師と病院勤務医がそれぞれ在宅医療と病院医療について語りま
す。私は10月に四倉で開催される講座で講演予定です。病気や障害は、
いつ誰に降りかかるかわかりません。その時に備えて、自分の最終段階
の医療やケアについて考えていただくことが大切だと感じています。在
宅医療出前講座の日時や場所は、お近くの地域包括支援センターにお問
い合わせの上、ぜひご参加ください。
『いのちの授業』には、いわき市医師会が2023年から取り組んでいま
す。『認知症教室』を小学4年生と中学1年生に、『医療介護のいろんな仕
事』を小学5年生と中学2年生に、『がんとたばこ特別授業』を小学6年生
と中学3年生に行います。動画教材を作成し、76名の外部講師を養成し
てマッチングしています。児童・生徒は内容をよく理解し、多くの感想
を寄せてくれます。私は母校の四倉小学校で、11月に特別授業を行う予
定です。
また、11月末には福島県立医科大学の3年生に講義することになりま

した。将来医師となる方々に向けて、地域医療や医師会活動の大切さ、
ALSを発症してどのように生きていこうとしているか、ALS患者に必要
な支援とは何かを伝えたいと考えています。
今後も講演の機会をいただける限り、住民の皆さまに役立つよう努め

てまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

ご 紹 介いわき市医師会顧問

木村 守和 先生

ứ
住
ຽ
に
ޠ

り
掛
け
る
活

ಈ
Ừを
ॏ
ࢹ
し

て
い
る
い
わ
き

市
ҩ
ࢣ
会
の
ઌ

生
ํ
に
、地
Ҭ

で
の
औ
り
組
み

や
、い
わ
き
の

ݱ
ঢ়
な
ど
を
͝

঺
հ
い
た
だ
͘

ί
ー
φ
ー
で

す
。

　
猛
暑
の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
近
頃
、
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
か
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
寂
し
い
限
り
で
す
。
見
か
け
た

と
し
て
も
親
に
見
守
ら
れ
た
子
ど
も

く
ら
い
で
す
。
私
が
小
さ
い
と
き
は
、

神
社
の
境
内
、
広
場
な
ど
で
、
夕
方

暗
く
な
る
ま
で
、
友
達
と
遊
ん
だ
も

の
で
す
。
紙
芝
居
・
コ
ロ
ッ
ケ
屋
さ

ん
な
ど
が
妙
に
懐
か
し
い
。
少
子
化

に
対
す
る
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

2
0
2
4
年
に
国
内
で
生
ま
れ
た

日
本
人
の
子
ど
も
（
出
生
数
）
は
��

万
6
0
6
1
人
で
、
初
め
て
��
万
人

を
下
回
り
、
統
計
が
あ
る
1
8
9
9

年
以
降
で
過
去
最
少
と
な
り
ま
し

た
。
出
生
率
も
1
・
1
5
と
過
去
最

低
で
す
（
福
島
県
は
い
ず
れ
に
お
い

て
も
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
ま
す
）。

　
そ
の
結
果
、
人
口
は
過
去
最
大
の

��
万
８
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
に
出
生
数
が
初
め
て
��

万
人
を
切
っ
た
と
の
衝
撃
的
な
報
告

か
ら
、
わ
ず
か
２
年
で
��
万
人
以
上
、

さ
ら
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
世
界
に

類
の
な
い
、
前
例
の
な
い
少
子
超
高

齢
社
会
が
改
善
な
く
継
続
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
間
政
府
は
、
最
近
に
な
っ
て

異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
銘
打
っ

て
、
児
童
手
当
の
拡
充
な
ど
、
現
金

給
付
を
大
幅
に
増
や
し
ま
し
た
が
、

時
す
で
に
遅
し
の
感
が
あ
り
ま
す
。

��
年
以
上
前
か
ら
「
少
子
化
が
問
題
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
何
ら
特

効
薬
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
異
次

元
な
の
は
少
子
化
そ
の
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
��
年
の
間
、
少
子
化
に
関
連

し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
派
生
語
が
出
現

し
て
き
ま
し
た
。
ネ
グ
レ
ク
ト
、
虐

待
、
体
罰
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
不

登
校
、
そ
し
て
貧
困
家
庭
な
ど
な
ど
。

私
た
ち
の
生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方

な
ど
、
お
金
だ
け
で
な
い
、
根
源
に

迫
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
男
女
平
等
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
で

す
が
、
女
性
議
員
・
会
社
の
女
性
管

理
職
の
割
合
、
賃
金
格
差
、
な
ど
旧

態
依
然
の
ま
ま
で
す
。
2
0
2
4
年

版
の
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
日

本
は
1
4
6
カ
国
中
1
1
8
位
で
し

た
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
は
ど
う

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
保
育
園
落
ち
た
、
日
本
死
ね
èè
」

こ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
文
章
を

ネ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
だ
母
親
は
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
も

う
少
し
明
る
い
未
来
が
描
け
る
社
会

に
し
た
い
で
す
ね
。

　
猛
暑
の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

͍Θ͖ࢢҩࢣձ͔Βօ༷΁
ʬୈ��ճʭػة�ഭΔχοϙϯʂ

Ӌ૯߹පӃ�໊༪Ӄ௕྘઒�༃඙ઌੜޖ

い
わ
き
市
錦
町
落
合
１‒

１

☎（
0
2
4
6
）6
3‒

2
1
8
1

名
誉
院
長

緑
川

靖
彦
先
生

呉
羽
総
合
病
院

い
わ
き
市
出
身
　
山
形
大
学
医
学
部
卒
、

平
成
5
年
よ
り
呉

羽
総
合
病
院
勤
務
、

平
成
27
年
よ
り
理

事
長
・
病
院
長
、令

和
6
年
よ
り
名
誉

院
長
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佛
木
寺

平子正子さん（খ໊඿ॅࡏ）絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉʹͯ
ʵ��ʵ

他の人の投稿を自分の
投稿で多くの人に拡散

ừ
ߨ

ࢣ
Ử
ٱ
໺

խ
ݾ

໰͍߹Θͤ

‎

今
回
は
、
８
月
に
正
式
公

開
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
新
機
能
「
再
投
稿
機
能
」

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

Ｘ
の
リ
ポ
ス
ト
機
能
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
シ
ェ
ア
機

能
に
似
て
い
る
機
能
で
、
他

人
の
投
稿
を
自
分
の
投
稿
と

し
て
シ
ェ
ア
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
他
人
の
投
稿

を
紹
介
し
た
い
場
合
、
ス
ト

ー
リ
ー
ズ
に
の
み
シ
ェ
ア
機

能
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

新
機
能
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ー

ド
投
稿
と
リ
ー
ル
投
稿
も
シ

ェ
ア
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

各
投
稿
に
矢
印
が
書
か
れ

た
再
投
稿
ボ
タ
ン
が
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
投
稿

の
方
法
は
、
拡
散
し
た
い
投

稿
の
再
投
稿
ボ
タ
ン
を
タ
ッ

プ
す
る
だ
け
で
す
。

ま
た
自
分
の
コ
メ
ン
ト
を

入
力
し
て
再
投
稿
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

自
分
の
イ
ン
ス
タ
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
画
面
に
再
投
稿
タ

ブ
が
新
た
に
で
き
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
の
再
投
稿
し
た

投
稿
を
一
覧
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
他
の
人

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
再
投
稿

タ
ブ
も
自
由
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
そ
の
人
が
再

投
稿
し
た
内
容
を
確
認
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

一
度
、
再
投
稿
し
た
投
稿

を
取
り
消
し
た
い
場
合
は
、

再
投
稿
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し

ま
す
。

「
再
投
稿
機
能
」の
メ
リ
ッ

ト
は
、投
稿
の
拡
散
性
で
す
。

元
の
投
稿
者
が
全
く
知
ら
な

い
人
や
再
投
稿
し
た
人
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
を
中
心
に
投
稿
が

拡
散
し
て
い
く
た
め
、
口
コ

ミ
に
近
く
、
第
三
者
の
推
薦

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に

投
稿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

元
の
投
稿
者
の
ア
イ
コ
ン

と
再
投
稿
し
た
人
の
ア
イ
コ

ン
が
表
示
さ
れ
て
再
投
稿
さ

れ
る
た
め
、
元
の
投
稿
者
を

知
る
人
が
増
え
る
こ
と
と
、

信
頼
性
が
担
保
さ
れ
た
状
態

で
投
稿
が
拡
散
さ
れ
る
の
も

特
徴
で
す
。

今
回
の
「
再
投
稿
機
能
」

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
に
広

め
た
い
投
稿
を
、
今
ま
で
以

上
に
拡
散
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
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インスタグラムの新機能
再投稿で拡散力がアップ

ひさの・まさみ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や X( 旧 Twitter）、Facebook の専門家として起業。
X(旧Twitter)はこちらです➡https://x.com/iwakicity
instagramはこちらです➡https://www.instagram.com/sns_producer/
YouTube はこちらです➡https://www.youtube.com/@socialspeakerr/videos
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ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビスの略。共通の趣味や考えを持っている人同士の
出会いの場であったり、友達や家族と情報交換した
り、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。
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革
製
の
赤
べ
こ
や
フ
ラ
お

じ
さ
ん
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

は
、こ
の
9
月
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
ら
・

ら
・
ミ
ュ
ウ
で
購
入
で
き
ま

す
。な

か
で
も
注
目
は
、革
製

の
赤
べ
こ
。自
分
で
組
み
立

て
ら
れ
る
キ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
の
で
、作
る
楽
し
み
も

味
わ
え
ま
す
。カ
ラ
ー
は
赤
・

青
・
生
成
の
3
種
類
。丸
い

フ
ォ
ル
ム
が
と
て
も
可
愛
ら

し
い
と
評
判
で
す
。

ま
た
、月
に
1
回
の
不
定

期
開
催
で
、革
製
品
の
ほ
か

に
も
社
会
福
祉
法
人
育
成

会
の
各
事
業
所
に
よ
る
焼
き

立
て
パ
ン
や
お
菓
子
、E
M

石
鹸
、キ
ャ
ン
ド
ル
、地
元
農

家
さ
ん
の
新
鮮
野
菜
な
ど
の

販
売
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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෋

　
み
な
み
テ
ラ
ス
さ
ん
で
は
、革
製
の
赤
べ
こ
や
フ
ラ
お
じ
さ
ん
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
革
製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。使

用
し
て
い
る
の
は
、な
ん
と
上
質
な
イ
タ
リ
ア
産
の
革
で
す
。

ച
Ε
ے
঎
඼

高
級
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ザ
ー
で
仕
立
て
た
イ
ニ
シ
ャ
ル
チ
ャ
ー
ム
が      

一
番
人
気
！
友
達
や
家
族
と
お
揃
い
で
楽
し
ん
だ
り
、推
し
活
ア
イ

テ
ム
と
し
て
も
お
す
す
め
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

ご
注
文
で
き
ま
す

おਃしࠐみ・お໰い合せ

いΘ͖ຽ報ࣾ ૯຿෦
ὸ38-7171

αΠζ

当社が取材し、紙面に掲載したスポーツ・報道写真を
カラープリント。有料でお譲りしています。 ２Ｌ版 500円

クリアホルダー
　　　1,500円

A4 21.0ὦ
×29.7ὦ

1枚1,000ԁ

写真内容・使用目的によってお譲りできない写真もあります。
写真の出来上がりはご注文から10日～２週間となります。
いわき民報本社窓口にてお渡しとなります。

写真プリント
      有料サービス

いΘ͖ࢢৗ൬্໼ాொ
֊�  ���1࡞׎

      

0246-34-8783

青山ガーデンフラワー
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��
月
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

Happy Halloween！
～大人かわいいハロウィンのアレンジ～

【開講期間】 10/14㊋～10/25㊏ 10：00～12：00 ※日・祝日除く
【参加費】 ￥5,500（税込）

※花材費と講師料は参加費に含む 【年会費・月謝なし】

˞ࣸਅ͸ΠϝʔδͰすɻՖࡐ͸ೖՙঢ়گʹΑりҟなりますɻ
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先
日
、
何
年
か
ぶ
り
で
旧

友
と
会
い
、
酒
を
飲
み
交
わ

し
ま
し
た
。
彼
は
人
間
的
に

立
派
で
人
に
対
す
る
優
し

さ
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
、

気
配
り
が
で
き
る
人
物
の

一
人
で
し
た
。
彼
は
話
の
中

で
、
小
学
生
時
代
の
思
い
出

と
し
て
母
親
の
こ
と
を
打

ち
明
け
ま
し
た
。

〝
そ
の
頃
、
P
T
A
に
は

参
観
日
が
あ
っ
た
。
誰
も

が
自
分
の
母
親
が
教
室
に

入
っ
て
来
る
と
振
り
向
く

の
に
自
分
だ
け
は
誰
に
も

気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
知
ら
ぬ

ふ
り
を
し
て
い
た
。
母
の
顔

に
は
ケ
ロ
イ
ド
の
よ
う
な

や
け
ど
の
傷
が
あ
っ
た
。
何

度
も
母
に
は
参
観
に
来
な

い
よ
う
に
言
っ
た
の
に
出

て
く
る
の
だ
。
あ
る
日
、
母

に
「
母
さ
ん
参
観
日
に
は
来

な
い
で
よ
。
後
で
ク
ラ
ス
の

者
が
あ
の
醜
い
顔
の
人
は

誰
の
母
な
の
か
と
騒
ぐ
の

だ
」
と
言
う
と
「
本
当
に
そ

う
な
ら
、
お
前
に
大
変
嫌

な
思
い
を
さ
せ
た
ね
」
と
。

「
ど
う
し
て
母
さ
ん
が
そ
う

な
っ
た
の
か
教
え
て
く
れ

な
い
か
な
」「
い
い
機
会
だ

か
ら
話
し
ま
し
ょ
う
。
お
前

が
ま
だ
歩
け
な
い
頃
、
隣
の

家
か
ら
出
火
し
、
そ
の
火
が

自
宅
に
燃
え
移
り
、
ち
ょ
う

ど
私
が
帰
宅
し
た
の
よ
。
私

は
お
前
を
助
け
よ
う
と
、
火

煙
の
中
、
夢
中
で
あ
な
た
の

寝
て
い
る
部
屋
へ
飛
び
込

ん
だ
の
よ
。
お
前
を
抱
い
て

消
防
の
人
に
助
け
出
さ
れ

た
と
き
は
、
髪
が
ち
り
ぢ
り

で
顔
が
燃
え
上
が
っ
て
い

た
と
聞
か
さ
れ
た
。
こ
ん
な

に
な
っ
て
家
族
に
は
気
の

毒
で
悪
い
と
思
っ
て
い
る

の
。
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な

い
の
よ
。
私
の
お
前
に
対

す
る
愛
情
を
く
ん
で
理
解

し
て
お
く
れ
」。
こ
の
話
を

聞
い
た
俺
は
母
へ
の
感
謝

の
心
で
大
声
を
出
し
て
泣

く
と
同
時
に
後
悔
の
念
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
俺
は
母
親
の
醜
さ
を

誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
り
、

人
間
を
容
姿
だ
け
で
判
断

せ
ず
、
そ
の
人
の
心
情
を
大

事
に
し
よ
う
と
心
に
決
め

た
の
だ
。」〞

そ
う
か
。
彼
に
は
そ
ん
な

過
去
が
あ
っ
た
の
か
。
彼
と

は
若
か
り
し
頃
、
一
緒
に
同

じ
会
社
で
勤
務
し
た
こ
と

が
あ
る
が
、
周
囲
の
同
僚
た

ち
か
ら
人
格
者
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
話
し
方
も
穏

や
か
で
、
先
輩
後
輩
に
関
わ

ら
ず
、
分
け
隔
て
な
く
自
分

か
ら
朝
夕
の
挨
拶
を
し
た

り
、
お
茶
を
入
れ
た
り
す
る

最
高
の
人
間
性
を
持
っ
て

い
て
、
光
り
輝
く
オ
ー
ラ
を

発
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の

こ
と
よ
り
他
人
の
役
に
立

つ
こ
と
を
常
に
心
掛
け
、
そ

の
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
人
間
性
に
満
ち

溢
れ
て
い
て
、
高
齢
に
な
る

に
従
っ
て
霊
的
心
が
ま
す

ま
す
磨
か
れ
、
高
級
霊
の
証

そ
の
も
の
で
、
彼
と
一
緒
に

い
る
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ

る
の
で
す
。

ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
68
歳
・
常
磐
）

女
子
会

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-00-

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

৺
ྶ「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
ੈ
ք

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を
通
し

て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を
描
く
ホ
ロ

ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し
ま
す
。

世界の一杯

夜
、
虫
の
声
を
聞
く
と
秋
を
感
じ
ま

す
。
が
、
日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
！

皆
さ
ま
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
て
、
水

分
と
塩
分
補
給
を
し
て
下
さ
い
ね
。

カ
ク
テ
ル
に
は
グ
ラ
ス
の
縁
に
塩
や

砂
糖
を
付
け
る
「
ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
」

と
い
う
手
法
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、

塩
を
使
う
代
表
的
な
も
の
が
ウ
ォ
ッ

カ
と
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

を
合
わ
せ
た
ソ
ル
テ
ィ
ー
・
ド
ッ
ク

で
す
。

ソ
ル
テ
ィ
ー
・
ド
ッ
ク
は
『
甲
板

員
』
を
意
味
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ラ

ン
グ
で
、
潮
風
や
海
水
を
浴
び
て
働

く
彼
ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
塩
が
使

わ
れ
た
と
い
う
説
が
。
グ
ラ
ス
の
塩

を
な
め
る
こ
と
で
グ
レ
ー
プ
フ
ル
―

ツ
の
酸
味
が
や
わ
ら
ぎ
、
甘
み
が
増

し
て
、
さ
っ
ぱ
り
飲
め
る
絶
妙
な
味

わ
い
が
人
気
で
す
。

ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
は
コ
ツ
を
つ
か

め
ば
自
宅
で
も
出
来
ま
す
。
ま
ず
、

グ
ラ
ス
の
縁
に
レ
モ
ン
の
切
り
口
を

当
て
て
一
回
転
。
そ
し
て
、
塩
ま
た

は
砂
糖
を
皿
に
薄
く
均
一
に
広
げ
、

雪が凍りついたように見えること
からスノースタイルと命名された

【プロフィル】 
緑川　明日香
（みどりかわ・
あすか）1980年
いわき市生まれ、
市内在住。ＳＳＩ
認定酒匠・日本酒
学講師。日本ソム
リエ協会認定ソ
ムリエ。

グ
ラ
ス
の
縁
を
押
し
当
て
ま
す
。
引

き
上
げ
た
ら
、
逆
さ
に
し
た
ま
ま
グ

ラ
ス
を
軽
く
弾
い
て
余
分
な
塩
等
を

落
と
し
て
完
成
。

ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
さ
え
覚
え
れ

ば
、宅
飲
み
の
幅
が
広
が
り
ま
す
よ
。

お
薬
の
関
係
で
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
ジ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｇ
と
い
う
か
た
は
、

市
販
の
レ
モ
ン
系
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
で

代
用
Ｏ
Ｋ
。
お
酒
を
飲
む
と
き
の
、

遊
び
心
あ
る
塩
分
補
給
の
ひ
と
つ
と

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
続
き
そ
う
で
す

ね
。
皆
さ
ま
、
共
に
こ
の
残
暑
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
！

「
ス
ノ
ー
ス
タ
イ
ル
」
の
代
表
格

－ 102－

塩味がきいた
ソルティー·ドッグ

「まごころ教習」であなたの入校
お待ちしています！

͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈ෋Ԭ޲���
5FM�0��6�������0�'BY�0��6�������3
IUUQ���XXX�POBIBNB�ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ

ແྉੵݟΓ

ࣗಈंอݟ���ݥ௚ ·ͤ͠͠·ͤ͠ Μ͔ ࣗಈंอݟ���ݥ௚ ·ͤ͠ Μ͔ 

͍Θ͖ࣗՈ༻ࣗಈंڠձ ὸ�������
ฏ ࣄ ຿ 所           ὸ�������
ܰࣗಈंࣄ຿所      ὸ�������

ʢҰࣾʣいΘ͖ࣗ Ո༻ࣗಈंڠձ

ͳͷͰۀࣄࡁڞ
ֻ͚ۚ͸ׂ҆Ͱ �͢�

౦๺ࣗಈंࡁڞ୅ཧॴ ͓問͍߹Θ ɾ͓ͤ ਃࠐΈ

問͍߹Θ͍͓ͤͩ͘͞ʹܰؾ͓

ຊ౰ʹඞཁͳิঈΛબͿ࣌୅ɻ
ɹɹ͔ͩΒࣗಈंࡁڞͰ͢ɻ

ֻ͍҆ۚ�
େ͖ͳ҆৺�

��2�-973-�4�

க͠· Ň͢

金、プラチナ、宝石などあなたの大事な資産

高額買取いたします！
ઌͣ౰ళͷങऔՁ֨Λ͝ݱ�ʹߟࢀ෺ࠪఆͰՁ֨Ξοϓ΋� ໰͍߹ΘͤԼ͍͞ɻ͓ʹܰؾ͓

୩࣭ళങऔ۽
࣭༬ 2�-2278

͜ͷ֗ͰҰੈل
安心と信頼の
͜ͷ֗ͰҰੈل
安心と信頼のナットク査定！ナットク査定！聞いて聞いて得する得する

東
京
の
姉
が
帰
省
し
た
の
を
機
に
〈
第
１
回
女
子

会
〉
を
開
催
し
た
。
参
画
者
は
姉
、
三
男
夫
婦・母・

家
内
と
私
の
６
人
、
M
I
U
C
H
I
の
大
姉
（
た

い
こ
＝
女
性
を
敬
っ
て
言
う
語
）
を
息
子
と
私
が
も

て
な
す
形
を
と
っ
た
。
内
容
は
、
各
自
の
近
況
報
告

と
家
内
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
鑑
賞
と
私
の
ス
タ
ン

ド
F
М
を
聴
い
て
も
ら
っ
た
▼
そ
の
準
備
↓
本
番
↓

そ
の
後
に
お
い
て
大
成
功
！

み
な
さ
ん
か
ら
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
▼
「
昨
日
は
本
当
に
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
K
（
息
子
）
や
A
ち
ゃ

ん
（
息
子
の
嫁
）
に
も
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
E
ち
ゃ
ん（
家
内
）の
生
演
奏
も
聴
け
て
良
か
っ

た
よ
。
母
ち
ゃ
ん
も
90
歳
に
は
思
え
な
い
ほ
ど
元
気

で
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
E
ち
ゃ
ん
や

K
Y
（
私
）
が
優
し
く
面
倒
見
て
く
れ
て
い
る
お
か

げ
だ
と
、
感
謝
！

感
謝
で
す
。
こ
れ
ま
で
70
年
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
、
笑
っ
て
昔
話
が
で
き
る
な

ん
て
、
皆
、
素
敵
な
老
後
を
送
っ
て
い
る
よ
ね
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

毎
日
を
過
ご
し
て
行
こ
う
ね
！
（
姉
よ
り
）」「
今
日

は
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
H
お
ば
ち
ゃ
ん
（
姉
）
に
も
会

え
て
良
か
っ
た
で
す
。
お
母
さ
ん
の
演
奏
も
聴
け
て

良
か
っ
た
よ
。
お
と
ん
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま

た
近
々
！

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
！
（
息
子
よ
り
）」「
今

日
は
楽
し
い
会
で
し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
た
り
、
聴
い
た
り
と
、
と
て

も
有
意
義
な
ひ
と
時
で
し
た
。
雰
囲
気
や
そ
れ
ぞ
れ

の
間
も
と
て
も
自
然
で
居
心
地
の
よ
い
空
間
に
な
り

ま
し
た
。
ヨ
ガ
の
ク
ラ
ス
作
り
に
も
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
２
回
目
の
開
催
が
決
ま
っ
た
ら

す
ぐ
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
！
（
息
子
の
嫁
さ
ん
）」
☺
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仕切り罫線

仕切り罫線

入川渓谷

入遠野川ダム
徳一大師御入定所

鶴石山

三大明神山

天狗山

遠野オート
キャンプ場

遠野生活アート
ギャラリー

入遠野川

県道いわき石川線（御斎所街道）
←石川

↓田人

市遠野支所

上遠野公民館
遠野駐在所
遠野小
遠野中

上遠野郵便局

鮫川堰記念碑

亀岡城跡西行法師巡錫の碑

安養院の右近桜

↓
植
田

常磐
自動
車道

↓
湯
本

太平

根本

根岸

入遠野入遠野商店街

上遠野商店街

上遠野

滝

深山田

入遠野
公民館

女橋の碑

ᶃԟੜࢁ

ᶄീࡔਆࣾの
ɹೋຊਿ

ᶅ্ԕ໺৓੻

ᶆཾਆڦ
ᶇୌ෋࢜

鮫川

大藪観音

遠
野

秋

満
喫

遠
野
遠
野

秋秋
の
秋秋

満
喫
満
喫
し
よ
う

秋秋
、

ᶃԟੜࢁ
その໊の௨り、ߴૐ͕෹
をՌたして大ԟੜを਱ئ
͛たࢁといΘΕています。
਺ʑの伝説を持ͭ৴ڼの
ʯと਌しまΕてࢁで、ʮおࢁ
います。ொの๺ํにその
Җ༰͕望Ί、 ඪߴは̑ ̕̕
ᶤ。

ೖԕ໺字ఱԦにある、ݝ
ఱવه೦物です。ڥ಺の
๺ଆのࣼ໘にฒんでཱͪ、
̎ຊともにथߴ ���̑ᶤ、
ࠜ回り̕ᶤ༨りもありま
す。ਅっす͙に৳ͼ、ࢬ
はଠく࢛ํに͕޿り、थ
੎も੝んです。

ᶄീࡔਆࣾのೋຊਿ

ೖԕ໺字౦ࢁに௟࠲し、
ᶸいしっΆのਆ༷ᶹとݺ͹
Εています。఼ࣾに҆ف࢈
਺ඦຊไೲさΕ͕ضのখئ
ています。೛්のいる家で
は、̍ຊをआりてग़ޙ࢈に
आりたضに̍ຊを添えてไ
ೲします。̐೥ごとにみこ
し౉ޚもߦΘΕます。

ᶅେٚࢁਆࣾ

ീைݟ৓のؗ੻は、͕ڇթ
せっているよ͏にݟえるの
で、Ұ໊ʮڇթࢁʯといΘ
Εています。ここはઓ࣌ࠃ
୅まで、্ԕ໺大ਬक家の
ؗ੻で、ຊؙ੻をはじΊ、
ԟ࣌をしの͹せるもの͕ਵ
ॴにあります。

ᶆീைݟ৓੻

ᶇཾਆڦ
ご͏ご͏としͿ͖をあ͛
てҰ気にྲྀԼするࡻ઒の
せ場。੢ݟもஉੑతな࠷
ଆにߴ͕ࢁくഭり、ݴ༿
をࣦ͏΄どのઈܠです。
৿ྛཋ、ߚ༿ङりにと、
ʑに଍をӡͿ人͕ંق࢛
ଟいです。

஍۠のೆ୺にҐஔし、大
らかで༏ඒなࢁ༰に、や
すら͗を֮えます。ࡻ઒
をલにしたဣまいに、ࢥ
ΘͣݟとΕてしまいます。
ඪߴは̏̌̒ᶤ。

ᶈୌ෋࢜

ʕ
�

保
存
版
Ｍ
Ａ
Ｐʕ

いわきϖοτྶԂ

いわき市ԕ໺町ୌޱ̏ࢁਂࣈ
̌̎ ̐̒ʢ̔ ʣ̐̏̓̕ ̏

ɾྶ Ԃઐ༻ंʹͯ͝Ҩମͷൖૹ΋Ͱ͖·͢ɻ

͓͔͛͞·Ͱ��೥·͝͝Ζの
ཆΛͤ͞ていͨͩいて͓り·すɻڙ

自宅でのやすらぎを
　　　　  お届けします。

総合葬祭

ʢ༗ʣ遠野造花店　☎89-2483
☎89-4777ԕ໺ொ্ԕ໺ࣈ੺ࡔ��-�

ʢԕ໺ࢢຽӡಈ৔Լʣ

就労継続支援Ｂ型・生活介護

天真庵

〒974-8212 いわき市東田町一丁目14-12
TEL 0246-77-2033 FAX 0246-77-2733

･日替わりランチ

･ｶﾆｸﾘｰﾑｺﾛｯｹ定食

･ｱｼﾞﾌﾗｲ定食

･生姜焼き定食

･かきあげうどん

各５００円（税込）

主なメニュー福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
電話0246-89-2214（運送）
      0246-89-2172（興産）

ＵＲＬ http://toono.co.jp

一般貨物自動車運送事業

木材チップ・オガ・ペレット製造販売
木屑産廃・一般廃中間処理・収集運搬

遠野運送株式会社

遠野興産株式会社

遠野興産㈱ペレット事業部 TEL0246-74-1288

木材を原料にした新しい燃料エネルギー

いわき産ペレット 温丸（ぬくまる）
〒972-0162　いわき市遠野町滝字山ノ神 24-5

ྺ࢙ͱ఻౷͕ଉͮ֨͘ௐ͍ߴøÿϗʔϧ

5&-0��6�������� IUUQĺ���XXX�ZVNPUPTQDD�KQ

˘ެࣜ L*/E ͸͡Ί·ͨ͠ɻ
    ͓ಘͳ৘ใ΍͓஌ΒͤΛ
   ɹɹɹ - */& Ͱ͓ಧ͚͠·͢ʂ
˘ެࣜ *OTUBHSBN
    IUUQ���XXX�JOTUBHSBN�DPN�ZVNPUPTQDD�
˘೥຤೥࢝ٳ৔೔ 12�31ïਫ
ɺ1�1	໦
 鈴　木　　光

いわき市遠野町上遠野字西町32-1
TEL（0246）89-3140

৽ฉ֤ࢴऔΓѻ て͓ͬΓま͢ɻ

鈴木新聞店

　遠野町は、いわき市の南西部
にあり、阿武隈高地の南部に位
置します。中山間地域ならでは
の自然豊かな土地です。そこに
は、東白川郡鮫川村を源流とす
る鮫川と、その支流の入遠野川
が流れ、四季折々の自然の魅力
が存分に堪能できます。特に、
秋の紅葉は、この上ない美しさ
です。ぜひ、見に出掛けてみま
せんか？
※参考：遠野町地域づくり協議会、　　　
　　　　いわき観光まちづくりビューロー

Lets’
 Go!

˞౎߹ʹΑΓ೔ఔ͕มߋʹͳΔ͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ͝ ྃঝ͍ͩ͘͞ɻ
ɺ͑ߟΛ߁ΕΔํͷ݈݂͞ݙ͸ɺ͍ͯͭʹ݂ݙҎ্ͷࡀ�5˞
ɹ�0ࡀʙࡀ��ͷؒʹ͕͋ݧܦ݂ݙΔํʹݶΓ·͢ɻ

Θ͔ͣ��෼Ͱɺ͑ٹΔ໋͕͋Γ·͢ɻ

献血バススケジュール

�ɿ00ʙ11ɿ�0�12ɿ�5ʙ1�ɿ�0
	શ݂݂ݙ͸1�ɿ00·Ͱ


ຖिՐɾ໦ɾ౔༵೔ʢॕࡇ೔ؚΉʣ

݂ݙ
ड෇࣌ؒ

ड෇೔݂ݙ

お
問
合
せ

福島ݝ੺े݂ࣈӷηϯλʔ͍Θ͖ग़ுॴ

TEL.0246‐29‐5624

˞�00N-݂ݙͷΈड෇

�00N-ج݂ݙ४ ˓ମॏɿஉঁͱ΋50LHҎ্
˓年 ɿྸஉੑ�1�ʙࡀ��ʗঁੑ�1�ʙࡀ��

10/５㊐ 14：30～16：30
͍Θ͖Τϒリア

10㊎ 9：30～16：00
ΠΦϯ͍Θ͖ళ

13

9：30～12：30／14：00～17：00
ΠΦϯ͍Θ͖ళ

19㊐ 8：45～14：00
ઘ;る͞ͱࡇΓձ৔

26㊐ 10：00～11：30／13：00～16：00
ϤʔΫϕχϚϧ୩઒੉ళ

31㊎

11：30～16：00
ΠΦϯϞʔϧ͍Θ͖খ໊඿
�'Ϛリϯίʔτ

㊊
㊗

͸͝༧໿Ͱʂ݂ݙ
ີΛආ͚ͯεϜʔζʹ͚͍ͩͨྗڠ͝ʹ݂ݙΔΑ͏ɺ

͝༧໿ʹΑΔ݂ݙΛ͓͍͍ͯ͠ئ·͢ɻ

ϥϒϥουʢXFCαʔϏεʣʹ ձһొ࿥͞Ε͍ͯΔํ

の͝༧໿ํ๏݂ݙ

ʲ8&#αΠτ͔Βの͝༧໿ʳ
IUUQT���XXX�LFOLFUTV�KQ�

ະొ࿥の方も、
お手持ちの݂ݙΧーυがあれば
す͙にごొ࿥いただけます。

ϥϒϥουʢXFCαʔϏεʣʹ ະొ࿥のํ
ʲ͓ి࿩Ͱの͝༧໿ʳ
༧໿ઐ༻ϑϦʔμΠϠϧ݂ݙ
�1��Ŗ��Ŗ����

ʢड෇時間ʗ9ɿ00ʙ17ɿ30ʣ
※ごر๬の݂ݙ会৔と時間をお஌らせください。

ΠΦϯ͍Θ͖ళΠΦϯ͍Θ͖ళ
いわき市平字三倉68-1  5&-�������������(代）
1F食料品/日用雑貨売場 あさ�時～��時　その他の売場 あさ�時～��時
※医薬品売場、一部の専門店にて営業時間が異なります

Ωϟϯϖʔϯ݂ݙ

�������݄
ΠΦϯ͍Θ͖ళ݂ݙΩϟϯϖʔϯ
ʙ͋ͳͨͷ݂ݙͰॿかΔ໋͕͋Γま͢ʙ

※400ml献血のみ受付

Π Φ ϯ ͍ Θ ͖ ళ は ݙ ݂ α ϙ ʔ λ ʔ ొ ࿥ ا ۀ で ͢

৔ॴʗΠΦϯ͍Θ͖ళ�'
ɹɹɹਖ਼໘ೖޱಛઃձ৔
ओ࠵ʗ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηϯλʔ
ɹɹɹ ɹɹ͍Θ͖ग़ுॴ
ʗΠΦϯ͍Θ͖ళࢍڠ

৔ॴʗΠΦϯ͍Θ͖ళ�'
ɹɹɹਖ਼໘ೖޱಛઃձ৔
৔ॴʗΠΦϯ͍Θ͖ళ�'
ɹɹɹਖ਼໘ೖޱಛઃձ৔
৔ॴʗΠΦϯ͍Θ͖ళ�'
ɹɹɹਖ਼໘ೖޱಛઃձ৔
ओ࠵ʗ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηϯλʔ
ɹɹɹ ɹɹ͍Θ͖ग़ுॴ
ʗΠΦϯ͍Θ͖ళࢍڠ

ओ࠵ʗ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηϯλʔ
ɹɹɹ ɹɹ͍Θ͖ग़ுॴ
ʗΠΦϯ͍Θ͖ళࢍڠ

ओ࠵ʗ෱ౡݝ੺े݂ࣈӷηϯλʔ
ɹɹɹ ɹɹ͍Θ͖ग़ுॴ
ʗΠΦϯ͍Θ͖ళࢍڠ

※日程・時間は諸事情により変更になる場合がございます
※献血バス2台

10/10ۚ

※献血バス1台

10/31ۚ
9：30～12：30
14：00～17：009：30～16：00

☆今回もたくさんのエピソードをありがとうご
ざいました。ナシは堂々の第１位！地元が誇
るナシ、週末や連休を使ってぜひ、ほかの地域
のナシも楽しんでください。ここからは、ナシ
をはじめとした「我が町の秋の味覚」のエピ
ソードを厳選してご紹介します。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

•毎年、茨城の娘の嫁いだ先から、甘いナシが送
られてきます。今年も秋分やってきました　　
　　　　　　　　　　　　　(女性・70代・四倉)

•ナシ（幸水・豊水）。秋刀魚は最近不漁ですね。昔
はあちこちからバケツにいっぱいいただいた
ものです　　　　　　　　　（女性・60代・泉）

•相馬産のナシ　　　　　（女性・70代・相馬市）
•みずみずしく甘いいわきなし。暑さに負けず
育った味に万歳　　　　　（男性・80代・内郷）

•「赤井のなし」今年は小粒だけれど甘いです　
　　　　　　　　　　　　（女性・70代・常磐）

•小川町 大森さんのナシです  （女性・60代・平）
•新高梨　　　　　　　　（女性・50代・相馬市）
•いわきのナシ　　　　　　　（女性・70代・平）
•相馬はやはりナシです。秋になるといたる所で
直売所を見かけます　　（男性・20代・相馬市）
いわき出身の私は毎年「赤井の梨」を楽しみに
していました。結婚で原町（現南相馬市）に住む
ことになり、亡き夫の実家は梨農家でした。ま
ずは「幸水」、果汁豊富で甘くてシャキシャキ！
　そのおいしさにビックリしました。そして

「豊水」したたり落ちる果汁で甘みと酸味のバ

ランスが良くてしっとり感にも感動！私の好
みはみずみずしくて甘さたっぷりの「幸水」で
す。原発事故後、梨の木は全て伐採しましたが、
近所で販売している「梨」をいただいています
　　　　　　　　　　 （女性・60代・南相馬市）
•私の出身地須賀川市のナシ　（男性・40代・錦）
•相馬磯部産のナシがおいしいです　　　　　
　　　　　　　　　　   （女性・70代・相馬市）

•ナシ!!　大好きです　　　 （女性・10代・遠野）
•ナシ、今は幸水その後豊水 （女性・80代・好間）
•たっぷりと果汁を含んだいわきのナシ。いわき
市平赤井で収穫される「幸水梨」は甘みがあって
まさにナシの王様です  （男性・70代・自由ケ丘）

•ナシ、みずみずしくてとてもおいしいです　　
　　　　　　　　　　　（女性・60代・桜ケ丘）

•いわきの味「サンマ」ですが最近は高くて残念
です。なかなか秋の味覚にあえない！　　　　
　　　　　　　　　　　　　（男性・60代・平）

•なんといっても「サンマ」（女性・80代・小名浜）
•昔、小名浜に住んでいた時の「秋のサンマ」焼き
の匂いが懐かしいですね。脂がのってうまかっ
た　　　　　　　　　　　　（男性・70代・平）

•相馬漁港で捕れるサンマ食べ、小さいころおふ
くろが炭のコンロで焼いてくれたのを思い出
します　　　　　　　　（男性・70代・相馬市）

•やはりサンマでしょう。そして、価格も庶民の
味方。私は大根すりよりもショウガすり　　　
　　　　　　　　　　　　（女性・60代・四倉）

•さんまの「ポーポー焼きバーガー（byハンバー
ガーショップレタスさん」（女性・50代・小名浜）

•浜育ちではないですが秋になると〝サンマの
塩焼き〟が我が家のごちそうでした。昔（40年
前）は秋刀魚の刺身も食べていました　　　　
　　　　　　　　　　　　（女性・60代・内郷）
小名浜と言ったら「港」。「港」には漁船。秋刀魚

の季節ですね　　　　　（女性・70代・小名浜）
•昔はバケツでいただくほど庶民的な秋刀魚が
今は１食１匹これが限度。昔が懐かしい!!
　　　　　　　　　  　 （女性・80代・小名浜）
•やはり秋刀魚ですね。焼き魚はもちろんどん
な料理もできます・秋刀魚尽くしで食べてい
ました　　　　　　　　　（女性・50代・常磐）

•地元で収穫されたナシ・サツマイモです　　
　　　　　　　　　　   　（女性・70代・好間）

•青さ海苔　　　　　　　（女性・70代・相馬市）
•シラス。鮮度が良ければ生（刺身）でも食べら
れます　　　　　　　　（女性・70代・相馬市）

•ナシ・キノコ　　　　  （女性・60代・相馬市）
•秋刀魚・栗　　　　　 　　 （女性・60代・平）
•目光と「いわき梨」　　　　（男性・80代・常磐）
•母の作るもち米で、まいたけおこわを食べると
秋が来た感じがする。もう一つは栗の入った混
ぜご飯。おいしいです　  （女性・70代・相馬市）

•・秋の定番イベントである芋煮会。里芋が旬を
迎える時期に行われる季節の風物詩です　　
　　　　　　　　　　　　　（男性・70代・錦）

•私が栗やナシが好き。干し柿も…　　　　　
　　　　　　　　　　（女性・60代・南相馬市）

•秋限定ではありませんが、私の実家のある平
田村では「ハバネロ」で村を興そうと頑張って
います　　　　　　　　　（女性・60代・内郷)

•栗ご飯が好きですが、栗の皮と渋皮をむくの
が面倒とのことで、なかなか作ってもらえま
せん　　　　　　　　　　（男性・60代・内郷）

　　　　　　　　　　　　（女性・60代・四倉）
さんまの「ポーポー焼きバーガー（byハンバー
ガーショップレタスさん」（女性・50代・小名浜）
浜育ちではないですが秋になると〝サンマの
塩焼き〟が我が家のごちそうでした。昔（40年
前）は秋刀魚の刺身も食べていました　　　　
　　　　　　　　　　　　（女性・60代・内郷）
小名浜と言ったら「港」。「港」には漁船。秋刀魚

が面倒とのことで、なかなか作ってもらえま
せん　　　　　　　　　　（男性・60代・内郷）

我が町の
秋の味覚

【テーマ】

1位 
2位

  3位

ナシ
秋刀魚
栗

※感છ঱対ࡦのため、౰日࡞ったものはお持ちؼりいただきます。
。ਖ਼なநબの݁Ռ、౰બऀの方にはϝールでごҊ内させていただきますݫ※

(BT�0OFྉཧࣨڭ
΍͘͢ɺ͍̓࢖ ৺Ͱշదͳ࠷৽ͷΨεثػΛମݧͰ͖ΔΩονϯελδΦͰ͢ɻ

ਃࠐΈϑΥーϜから
お ਃ ࠐ Έください

Ψε͔ͩΒ
͓い͠い

Ճऀืू中ࢀ

γϑΥϯέʔΩ
11݄1�೔⣪����1�ɿ��ʙ1�ɿ��

ɿいわきνϣコϨートࢣ　ߨ
　　　　૲໺ࢠߊ ઌੜ
ఆ　һɿ�名
加අɿ1,000ԁࢀ

ՈఉͰͰきΔ�͓खܰ༸৯ྉཧ
1�݄��೔⣫ ��1�ɿ��ʙ1�ɿ��

ઌੜ ޾ɿੁ೾ོࢣ　ߨ
ఆ　һɿ15名
加අɿ1,000ԁࢀ

会৔ɿ

1���⣫
క੾

ਃࠐΈϑΥーϜ ਃࠐΈϑΥーϜ

11��⣩
క੾

会৔ɿ
ৗ൬ڞ同Ψス本 ʢࣾ౬本ʣ 住所ʗ˟971�8101  いわき市খ名඿ࣈ前প1

TEL．0246-38-7171  FAX．0246-88-7494
広告部 Ｅ-mail  adv@iwaki-minpo.co.jp

広告についてのご連絡先

広告を載せて
みませんか？
発行日

毎月第４月曜
発行部数
63,000部
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株式会社アイウェイイナバ
ダスキンたいら支店

TEL26-9001
FAX26-9007

ᶃࣨ಺ە߅ɾ߅΢ΠϧεࡎίʔςΟϯά

家庭内・事業所内の除菌、抗菌、消毒サービス
施工箇所

サービスメニュー

চɺนɺςʔϒϧɺصɺҜࢠɺυΞϊϒɺ
1$ΩʔϘʔυɺεΠονύωϧɺి ࿩ػɺਫખɺࣗ ɺंػൢ ಺ͳͲ

ᶄࣨ಺ޫ৮ഔ޻ࢪᶅΦκϯআەɾ୤षᶆϑϩΞە߅ϫοΫε޻ࢪͳͲ

ご相談
お見積
無料!

5&-�������古書 Ѩ෢۾ॻ๪
ฏޒࣈொ໨����

�����ʙ�����ʢ౔೔͸�����ʙʣ

ඒज़඼ݹॻɾϨίʔυɾݹ

ग़ுങऔΓ͍ͨ͠·͢�
情報は、主催者（団体）の情報提供
に基づいて掲載しています。変更に
なる場合もありますので、詳しくは
主催者にお問い合わせください。

ギャラリー情報＆イベント
ʹ͍ͭͯ

■9/28(日)  Crossover Iwaki Band　S40㊗還暦Live
■9/30(火) QUEEN Open Live vol.350 ■10/7(火) 
Akira Tana & Otonowa Friendship Tour 2025
■10/8(水) 近藤房之助LIVE～ 遠くへ行きたい
2025～ 東北ツアー ■10/11(土) 神永大輔 歴史
トーク＆ライブ～江戸時代のレジェンド八橋検校
(いわき出身) vs. 令和の妖艶なるボカロP&ベーシ
スト亜沙～ ■10/19(日) QUEEN presents　因
幡 晃 アコースティックコンサート2025～よど
みなく～ ■1 0 / 2 1 (火 )  Q U E E N  O p e n  L i v e  
vol.352 ■11/3(月・祝)　沢田聖子 ～ライブDVD発
売記念ライブ～  ◆10/14(火) QUEEN
 Open Livevol.351（※会場：湯本温泉
旅館こいと１F バル１％ER）

IWAKI ＱＵＥＥＮ
ＬＩＶＥ情報

νέット༧໿ 0�����1��1��

詳細はこちら→

【会場　まちポレいわきB1】 毎年恒例の漆芸展。伝統を守りつ
つ新たな挑戦も。熟練の技と心地
良い漆の暮らしを「塗師一富一門
展」でご体感ください。

10/18～26

―日本の伝統美・漆芸―

「塗師一富･工房いちか･塗師屋戸頃」

ギャラリー૑ܳ޻๪ いわき市ࣛౡொ૸۽小神山���̍

10�00ʙ1��00
ʻձظதແٳʼ
������������

貴重な素材と卓越した技術によって生み出さ
れる美しいステンドグラス作品をどうぞお楽
しみ下さい。11:00-19:00（最終日17:00）。10/8休
館。会期中作家在廊。
ギャラリーいわき いわき市ઘϲٰ������

永井克明 ステンドグラス展
ೖ場ແྉ
������������10/４→10/12

第13回 いわき墨友会展

日本水墨院常務理事、多田早苗先
生門下生の作品展です。9:00～
16:00（最終日は15:00まで）泉教室、
湯本教室の生徒さん募集中。

いわき市จԽηンλー いわき市平ಊ根ொ���

ೖ場ແྉ
�������������10/8→12

今年で５回目の秋の収穫祭。こだ
わりの新米や採れたて野菜を直
売。農家の想いが詰まった贈り物
を、ぜひ味わってみてください。 

ギャラリー૑ܳ޻๪ いわき市ࣛౡொ૸۽小神山���̍

10�00ʙ1��00
ऴ日 1��00࠷
ʻձظதແٳʼ

10/10～13

―農家からの贈り物―

第5回･野菜とお米の収穫祭

ギャラリー情報
　　　＆イベント

～キルト日和～

遊佐みどりキルト展

ギャラリー໦΋Εͼ いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平����

錦町在住、キルト歴35年の遊佐みどりさんが手
掛けるミシンキルトの作品約70点を紹介する。
10：00～16：00（最終日は15：00）

ೖ場ແྉ
0�0�������0��10/16→20

ギャラリー໦΋Εͼ いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平����

遠藤正頼 日本白彩画会初作品展

いわき市生まれ。日本水彩画回福
島支部会友の遠藤さんの力作を展
示する。10：00～16：00（最終日は
15：00まで）

ೖ場ແྉ
0�0�������0��10/9→13

ギャラリー໦΋Εͼ いわき市ؒ޷ொࡗ小԰ࣈ中平����

木もれび　秋のコンサート

フルートとギター、歌とキーボー
ド、歌とギター、「木もれびファイ
ブ」によるスペシャルセッション
を届ける。11：30開場、12：00開演。

༧໿ ・੍ೖ場ແྉ
0�������10��10/26

榛沢窯

「近藤精宏作陶展」

小野ඒज़ いわき市平ࣈ中ொ̎̎�̎

自ら築いたのぼり窯で創作する壺や茶わん、皿
などを展示販売する。白濁の釉薬が魅力。10：
00-18：00（最終日は17：00まで

ೖ場ແྉ
������������10/2→7

死光は「死に際の立派なこと」など
を指す古語。2010年以来となる新
作展。11:00-19:00（最終日17:00）
9/24休館。9/27,28作家在廊。

ギャラリーいわき いわき市ઘϲٰ������

ೖ場ແྉ
������������→9/28

　　　　　　　　　　　   しびかり

吉田重信展 「死光」

ৗ൬Լ౬௕୩ொʹࠓ೥の�݄ʹΦʔϓンしͨ
ϥάʔン͸、མͪண͍ͨงғؾの中Ͱ൅΋心΋
༊͞ΕΔαϩンɻ޿ʑͱしۭͨؒ͸、๚ΕΔਓʹ
Ώͬͨりͱしͨ࣌ؒを΋ͨらしますɻ

カウンηϦンά͸ஸೡͰ、൅のঢ়ଶ΍೰Έʹ
Ԡͨ͡ࢪज़をఏҊしͯ͘Εますɻ࢖༻すΔༀࡎ
΋ݫબ͞Εͯおり、্͕࢓り͸ख৮り͕なΊら

͔ɻ൅࣭վળトϦʔトϝント΍ॖໟڲਖ਼など、ଟ࠼なϝ
χϡʔを通しͯඒ൅をҾ͖ग़すαϩンͰすɻ

͜͜฻ら͢ελοϑお͢͢Ί

൅΋心΋΄͙ΕΔɺ
༊しͷαϩϯ࣌ؒ

ॅɹॴʗ͍Θ͖ࢢৗ൬Լ౬௕୩ொγβ���� #
ిɹ࿩ʗ���ô����ô����
Ӧؒ࣌ۀʗ����ʙ����� 
ఆٳ೔ʗ݄༵೔

༧໿͸
ϗοトϖούʔ
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ʲืɹू 編r集室では、川柳を募集しています。お題は「十日夜」「流す」。お気軽に編集室まで（本紙12面参照）。
※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。1�݄1�日ʢඞணʣ。

文
化
祭  

緊
張
の
中  
上
手
く
出
来

「
人
前
で
は
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
」

寝
て
い
た
ら  

降
り
る
駅
名  
焦
り
下
車

「
乗
り
越
し
た
ら
大
変
で
す
」   （
ゆ
う
じ
い
・
73
歳
・
泉
）

文
化
祭  

で
き
る
平
和
を  

楽
し
も
う

「
見
物
す
る
側
で
」

焦
っ
て
も  

遅
い
相
手
が  

強
す
ぎ
た

「
止
め
時
が
難
し
い
」
　
　
　
　
　（賢
治
郎
・
85
歳
・
勿
来
）

暑
く
と
も  

孫
の
努
力
だ  

文
化
祭

「
元
気
に
育
っ
た
な
」

代
表
は  

誰
が
適
任  

気
が
焦
る

「
良
く
な
る
か
ど
う
か
だ
も
ん
ネ
」
（
佐
久
間
宏
邦
・
81
歳
・
南
台
）

文
化
祭  

芸
能
展
示  

楽
し
も
う

焦
る
の
は  

い
つ
も
締
め
切
り  

ギ
リ
ギ
リ
だ

　
　
　
　
　
　
　
（
西
山
武
雄
・
82
歳
・
四
倉
）

文
化
祭  

人
そ
れ
ぞ
れ
の  

個
性
見
せ

「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
努
力
の
成
果
を
披
露
す
る
場
・
こ
れ
ぞ
社
会
」

の
ん
び
り
と  

全
う
し
た
い  

焦
ら
ず
に

「
日
々
楽
し
く
何
事
も
焦
ら
ず
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
」

（
内
海
将
行
・
83
歳
・
小
名
浜
）

地
域
で
の  

展
示
あ
れ
こ
れ  

文
化
祭

「
盆
栽
や
菊
の
花
な
ど
」

終
活
に  

焦
ら
ぬ
よ
う
に  

用
意
す
る

「
も
し
も
の
事
を
考
え
少
し
ず
つ…

」  （
木
田
ト
キ
・
86
歳
・
平
）

文
化
祭  

欲
し
が
る
若
さ  

エ
ネ
ル
ギ
ー

年
ご
ろ
の  

男
が
焦
る  

嫁
探
し

（
高
野
尚
之
・
80
歳
・
明
治
団
地
）

情
熱
で  

愛
と
涙
の  

文
化
祭

「
多
様
な
企
画
・
創
造
性
や
工
夫
が
光
る
イ
ベ
ン
ト
。来
場
者

も
楽
し
も
う
」

水
あ
り
き  

気
ば
か
り
焦
る  

熱
中
症

「
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
効

果
的
で
す
ね
」
　
　
　
　
　
　
　（
テ
ェ
さ
ん
・
70
歳
・
錦
）

文
化
祭  

バ
ザ
ー
会
場  

ま
っ
し
ぐ
ら

「
な
に
せ
生
活
か
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
」

体
重
計  

載
っ
て
焦
っ
て  「
ど
う
し
よ
う
」

「
い
つ
の
間
に
と
い
う
感
じ
」
　
　（前
向
き
・
64
歳
・
四
倉
）

文
化
祭  

田
楽
の
味
噌  

煮
詰
め
け
り

庭
箒  

登
り
て
羽
化
か  

焦
る
我

「
ア
ゲ
ハ
移
動
さ
せ
よ
う
か
悩
ん
だ
ら
次
の
日
い
な
か
っ
た

で
す
」
　
　
　

  （
坂
本
t
i
t
u
t
e
t
o
・
76
歳
・
相
馬
市
）

ギ
タ
ー
弾
く  

ヒ
ー
ロ
ー
は
伜  

文
化
祭

焦
る
夢  

寝
な
お
し
て
ま
た  

夢
つ
づ
く

（
柴
田
秀
美
・
80
歳
・
南
相
馬
市
）

孫
よ
り
も  

我
燥
い
で
い
る  

文
化
祭

九
十
路  

焦
り
に
焦
っ
て  

一
句
詠
む

（
賀
沢
金
一
・
90
歳
・
四
倉
）

昭
和
の
日  

村
民
あ
げ
て
の  

文
化
祭

「
大
根
・
白
菜
に
金
・
銀
の
賞
。小
学
六
年
の
時
、
貯
蓄
の
標

語
に
入
賞
し
た
思
い
で
あ
り
」

済
州
島
へ  

支
度
で
き
て
ぬ  

夢
に
焦
り
ぬ

「
チ
ェ
ジ
ュ
島
ヘ
社
員
旅
行
の
出
発
日
」

（
佐
藤
長
子
・
84
歳
・
相
馬
市
）

趣
味
多
彩  

お
達
者
度
ア
ッ
プ  

文
化
祭

焦
る
よ
り  

の
ん
び
り
行
こ
う  

あ
の
世
ま
で

　
　
　
　
　
　
　（平
間
勝
成
・
73
歳
・
南
相
馬
市
）

文
化
祭  

お
に
ぎ
り
店
を  

先
輩
と

「
学
園
祭
に
サ
ー
ク
ル
で
お
に
ぎ
り
店
を
出
し
た
思
い
出
」

人
生
の  
残
り
少
な
く  

焦
る
な
り

（
鈴
木
好
美
・
71
歳
・
四
倉
）

授
業
よ
り  
思
い
出
多
い  

文
化
祭

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
手
を
取
れ
ば
♪

ま
さ
に『
高
校
三
年

生
』の
世
界
で
し
た
」

終
活
を  

焦
っ
て
失
敗  

し
た
と
き
き

「
何
も
か
も
捨
て
片
づ
け
て
長
生
き
し
て
不
自
由
し
て
い
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
」
　
　（
根
本
洋
子
・
83
歳
・
相
馬
市
）

青
春
を  

奏
し
友
と  

文
化
祭

七
十
坂  

焦
ら
ず
歩
む  
今
朝
の
靴

（
布
施
敏
家
・
75
歳
・
泉
）

文
化
祭  

孫
の
手
を
取
り  

な
つ
か
し
き

夕
立
に  

焦
っ
て
家
に  

入
り
こ
む

（
大
和
田
正
・
80
歳
・
勿
来
）

文
化
祭  

寂
し
く
過
ご
し
た  

青
春
期

「
学
校
行
事
が
な
く
な
り
残
念
だ
っ
た
」

焦
る
と
き  

煮
物
焼
き
物  

料
理
時

「
汁
物
焦
げ
付
き
は
落
ち
着
い
て
や
れ
ば
」（
こ
ゆ
き
・
75
歳
・
平
）

ど
う
し
よ
う  

懐
か
し
き
時
代  

文
化
祭

「
半
世
紀
以
上
も
前
の
行
事
何
や
っ
た
っ
け
」

大
汗
も  

焦
ら
ず
水
を  

グ
ビ
グ
ビ
と

「
熱
中
症
対
策
は
水
分
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
」

（
小
林
康
浩
・
84
歳
・
平
）

文
化
祭  

仮
装
の
姫
は  

今
ば
あ
ば

「
あ
れ
か
ら
五
十
数
年
も
た
ち
ま
し
た
」

焦
る
ほ
ど  

出
て
こ
な
い
名
は  

誰
だ
っ
け

「
思
い
出
す
と
ス
ッ
キ
リ
し
ま
す
」（
深
瀬
あ
け
み
・
71
歳
・
四
倉
）

昔
か
ら  

秋
の
楽
し
み  

文
化
祭

ナ
ビ
な
し
の  

道
を
間
違
い  

焦
り
だ
す

（
ヤ
ス
さ
ん
・
75
歳
・
四
倉
）

文
化
祭  

遠
い
思
い
出  

懐
か
し
く

（
門
馬
ア
サ
子
・
74
歳
・
平
）

俳
優
は  

す
べ
て
我
が
子
よ  

文
化
祭

物
忘
れ  

焦
る
と
き
ほ
ど  

よ
く
起
こ
る

（
新
妻
吉
人
・
68
歳
・
川
前
）

文
化
祭  

い
わ
き
の
心  

い
つ
ま
で
も

「
毎
年
行
わ
れ
る
文
化
祭
楽
し
く
て
!!
」

焦
ら
ず
に  

穏
や
か
保
ち  

歩
く
我

（
す
ず
や
・
84
歳
・
内
郷
）

文
化
祭  

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で  

初
コ
ク
リ

「
成
功
せ
ず
。手
が
震
え
口
が
回
ら
な
か
っ
た
」

焦
る
な
と  

言
わ
れ
り
ゃ
凡
人  

な
を
焦
る

「
俺
凡
人
。修
業
が
足
ら
ん
の
ー
」  （
i
s
a
o
・
86
歳
・
小
浜
）

文
化
祭  

願
い
は
届
け  

若
者
の

「
純
心
な
若
者
の
思
い
が
成
就
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

人
生
は  

焦
ら
ず
怠
け
ず  

正
道
を

「
な
が
い
人
生
、山
あ
り
・
谷
あ
り
、正
し
い
道
を
マ
イ
ペ
ー
ス

で
歩
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
（
中
野
喜
久
・
92
歳
・
平
）

文
化
祭  

映
え
を
気
に
し
て  

盛
り
過
ぎ
た

「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
？
？
」

新
米
の  

値
を
見
て
焦
る  

我
が
家
計

（
ユ
ッ
ピ
ー
・
55
歳
・
泉
）

大
昔  

茶
の
湯
を
立
て
た  

文
化
祭

「
高
校
三
年
生
の
時
の
思
い
出
で
す
」

ケ
イ
タ
イ
を  

忘
れ
た
だ
け
で  

な
ぜ
焦
る

「
昔
は
ス
マ
ホ
な
ん
か
な
か
っ
た
の
に…

な
ぜ
不
安
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
ネ
」
　
　
　
　（エ
リ
ザ
ベ
ス
・
63
歳
・
常
磐
）

文
化
祭  

い
き
い
き
ぐ
っ
た
り  

生
徒
た
ち

焦
り
ま
す  

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム  

食
べ
始
め

（
グ
リ
ー
ン
・
77
歳
・
常
磐
）

お
客
待
ち  

準
備
万
端  

文
化
祭

コ
ロ
ナ
か
と  

体
調
崩
し  

焦
る
日
々

（
木
田
チ
ヨ
・
89
歳
・
常
磐
）

文
化
祭  
孫
の
学
び
舎  

訪
問
す

「
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
」

焦
る
ほ
ど  

目
の
前
の
も
の  

見
つ
か
ら
ず

「
よ
く
あ
り
ま
す
」
　
　
　
　
　（の
り
さ
ん
・
71
歳
・
四
倉
）

「
雲
」「
悟
る
」

お  題

暮

川
柳

こ
  

こ

ら

  

す
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塩
土
老
翁

（
し
お
つ
ち
の
お
じ
）

文
殊
菩
薩

(

も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ)

大
国
主
命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

少
彦
名
命

（
す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と
）

玉

依

姫

（
た
ま
よ
り
ひ
め
）

天
宇
受
売
命

(

あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と)

市
杵
島
姫
命

（
い
ち
き
し
ま
ひ
め
）

大
山
祇
神

（
お
お
や
ま
つ
み
の
か
み
）

十
一
面
観
音

（
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
）

瓊
瓊
杵
尊

（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）

天
之
常
立
神

（
あ
め
の
と
こ
た
ち
の
か
み
）

気
吹
戸
主
神

（
い
ぶ
き
ど
ぬ
し
の
か
み
）

12
月
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月
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月
生
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月
生
月
生
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月
生
月
生
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福島県警察 安全・安心情報
X（旧Twitter）の公式アカウント

警察からのお知らせは
ＰＯＬＩＣＥメールふくしまで!

いわき中央警察署 電話０２４６-２６-２１２１

なりすまし詐欺・犯罪発生・不審者・地域防犯・
交通安全・防災・お知らせなど、各情報を発信中！

福島の安全・安心を守るアプリ
ＰＯＬＩＣＥアプリふくしま

いわき市内郷御厩町四丁目148

य़の全国ަ௨安全運動
今月のテーマ�

　暮らしの中には多くの犯罪や事故などの危険が潜
んでいます。私たち一人ひとりが安全に関心を持ち、
地域の力で大切な人を守りたいものです。
　このコーナーではいわき中央警察署の皆さんにお
話しいただきます。

安全ɾ安৺のୈҰา
　令和7年य़の全国交通安全運動が、�月6日

ʢ日ʣから�月15日ʢՐʣまでの10日間実施されま
す。この運動は、交通ルールを९守し、安全な交通
ࣾ会を実現するためのॏཁな取り૊Έです。

運動のॏ఺
Ͱ͖Δߦશʹ௨͕҆ऀߦͲ΋Λ࢝Ίͱ͢Δาࢠ˔
ಓ࿏ަ௨ڥ؀ͷ֬อͱਖ਼͍͠ԣஅํ๏ͷ࣮ફ

・通ֶ࿏やࢠどもが日ৗ的に通行するಓ࿏での見
守り活動΁の協力

・信߸機のあるԣஅาಓでは信߸にैい、ԣஅ時
には手を͛ڍるなどして運転ऀにԣஅの意ࢥを

໌確に఻える
・h าきスマϗ をɦやめ、पғ΁の注意を෷う
・໷間֎出時には൓ࣹࡐ༻඼を਎にணける
˔าऀߦ༏ઌҙࣝͷపఈͱͳ͕Βӡస౳ͷࠜઈ΍
γʔτϕϧτɾνϟΠϧυγʔτͷద੾ͳ࢖༻ͷଅਐ

・า行ऀ༏ઌをపఈし、交通ルールを९守する
・運転中のスマートϑΥンૢ࡞は絶対にやめる
・γートϕルトは全੮でਖ਼しくண༻し、༮ࣇには

νϟイルυγートをద切に࢖༻する
˔ࣗసंɾಛఆখݪܕಈػ෇ࣗసंར༻࣌ͷ
ϔϧϝοτண༻ͱަ௨ϧʔϧͷ९कͷపఈ

・自転車৐車時はϔルϝットをண༻する
・自転車安全利༻ޒଇをはじめとした交通ルール

を९守する
・自転車利༻時のh ながらスマϗ やɦh 自転車のञؾ

ଳび運転 はɦേଇの対৅となるため、絶対にしない
˔ҿञӡసΛ͞ڐͳ͍ࣾձͮڥ؀ Γ͘
・h ҿञ運転を絶対にしない、させない とɦいう強

い意ࢤを持つ
・ҿ৯ళ等での運転ऀ΁のञྨ提ېڙ止のపఈ

やϋンυルΩーパー運動に取り૊Ή
・ҿञしている人に車྆を提ڙしたり、運転を依པ
したり、同৐することも犯罪であることをೝ識する

ަ௨ނࣄのݱঢ়ͱରࡦ
　県内では、交通事故ൃੜ件数およびෛইऀ数
が増加޲܏にあります。令和7年は、交通事故防
止とҿञ運転などのѱ࣭な運転のࠜ絶に޲け
て、ࣾ 会全体で取り૊Ή必ཁがあります。

　交通安全は、私たち一人ひとりの心がけと行動
によって守られます。このय़の交通安全運動を機
に、վめて交通ルールを確ೝ
し、安全で安心なࣾ会の実現に
。けて協力していきましΐう޲

౾
஌
ࣝ

IBQQZ
SFDJQF
����

ൃ߬৯඼͸௎内ڥ؀Λ੔͑ɺϝϯλϧͷ
҆ఆʹ΋ޮՌతͰ͢ɻൃ ߬৯඼ʹؚ·Ε
Δೕەࢎ΍͕ە߿௎内ͷળەۄΛ૿΍
͠ɺͤ޾ϗϧϞϯɾηϩτχϯͷ෼ൻΛ
ॿ͚·͢ɻ͜ ΕʹΑΓετϨεܰݮ΍ؾ

෼ͷظ্͕޲଴Ͱき·͢ɻຯ઻΍ೲ౾ɺϤʔάϧτͳ
ͲΛੵۃతʹઁΓɺ৺ͱ
ମͷόϥϯεΛ੔͑·
͠ΐ͏ɻ�

ίΫͱ߳ΓΛָ͠ΊΔ
౾෗ͱͻ͖೑ͷຯ઻όδϧᖱΊ�

ʦࡐྉʢ�ਓ෼ʣʧ
合いびき肉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・150g 
木綿豆腐（しっかり水切り）・・・・・1/2丁　
片栗粉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1 
玉ねぎ（みじん切り）・・・・・・・・・・1/2個 
バジル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量 
ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1 

〈味噌ダレ〉
味噌 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 
みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1 
醤油 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1 
酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1  

ʦԼ४උʧ
❶水切りした豆腐をフォークで軽く潰し、

片栗粉をまぶす。

ʦ࡞Γํʧ
①フライパンにごま油を熱し、玉ねぎと

ひき肉を炒める。 
②ひき肉に火が通ったら❶を加える。 
③〈味噌ダレ〉を加え、全体に絡めながら

炒める。 
④仕上げにバジルを加えてさっと混ぜ、

器に盛る。

˒お·͚Ϩγϐ˒
य़のΩϟϩοτϥϖ

ʦࡐྉʢ�ਓ෼ʣʧ
新にんじん・・・・・・・・・・・・小2本 
新玉ねぎ ・・・・・・・・・・・・・1/6個 
オリーブオイル・・・・・・・・大さじ2 
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少  々
コショウ・・・・・・・・・・・・・・少  々
酢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2 

ʦ࡞Γํʧ
①ボウルに皮をむいて細切りにした新に

んじんと、スライサーでスライスした新
玉ねぎを加える。 

②塩、酢、オリーブオイル、コショウをか
け、よく混ぜ冷蔵庫で冷やす。 

:PV5VCFͰ

Λެ։தʂ

��෼ௐཧ࣌ؒ

gurutto.so@gmail.com

৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू৽ଔืू
ϚΠφϏ  Ϛϧτ
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ら
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こ
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も
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と
も
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す
る
マ
ル
ト
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◉
タ
テ
の
カ
ギ

１

ろ
っ
骨
の
別
の
言
い
方

で
す
。

２

鼓
膜
の
内
側
で
起
こ
る

感
染
症
。

３
ヤ
ム
〜
、里
〜
、タ
ロ
〜
。

４

交
感
神
経
と
副
交
感
神

経
が
あ
り
ま
す
。

５
「
食
通
」「
美
食
家
」
と

い
う
意
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
。

９

ア
シ
カ
の
〜
は
交
代
で

寝
て
、
順
に
見
張
り
を
行
う

例
え
。

15

温
泉
場
へ
行
く
と
立
ち

上
っ
て
い
ま
す
ね
。

16

お
酒
が
飲
め
な
い
人
を

こ
う
い
い
ま
す
。

17
〜
フ
ル
ー
ツ
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
鳥
が
名
の
由

来
。

18

唇
を
意
味
す
る
英
語
。

〜
ク
リ
ー
ム
。

19

こ
と
わ
ざ
。
早
起
き
は

三
文
の
何
？

12

死
体
の
皮
や
肉
が
落
ち

て
骨
だ
け
に
な
っ
た
も
の
。

13
耳
は
聴
力
、
目
は
？

15
〜
栽
培
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
と
も
い
い
ま
す
。

16

便
の
水
分
が
多
く
、
液

状
に
近
い
こ
と
。

◉
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

日
本
語
で
「
抗
加
齢
」。

老
化
を
抑
え
る
こ
と
で
す
。

６

作
家
の
〜
鴎
外
は
陸
軍

の
医
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。

７

元
素
記
号
は
Ｒ
ａ
。
こ

の
物
質
を
含
む
温
泉
も
あ
り

ま
す
。

８

こ
の
鳥
の
巣
で
作
る
ス

ー
プ
は
美
容
に
効
果
的
と
か
。

10

医
師
が
診
断
を
間
違
え

る
こ
と
。

11

生
後
４
〜
６
カ
月
頃
か

ら
打
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

14

陽
性
の
反
対
は
〜
性
で

す
。

え
答 1 2 3 4 5

6

7 8 9

10

11 13

14 15

17

18 19

 A

B

C

D

E

F

G

H

16

12

EHC

G

F

 A

D

B

え
答

ゲ

ン
マイン
イ シ

シ

シ

ヨ
ジヨウ

ツ

フクミ

ゾ
カイ セ

ウ
ド サ ンミ

エエ ンシ
シンリヨ

ヨ

ウ
ケ

スイ

イ

ス

ミ シア

ケ
ツ

ツ

ウ

ウ

キ フキ
イカツ

栄
養
士

〈
前
回
の
答
え
〉

警察からのお知らせは
ＰＯＬＩＣＥメールふくしまで!
なりすまし詐欺・犯罪発生・不審者・地域防犯・
交通安全・防災・お知らせなど、各情報を発信中！

福島の安全・安心を守るアプリ
ＰＯＬＩＣＥアプリふくしま

いわき中央警察署 電話０２４６-２６-２１２１
いわき市内郷御厩町四丁目148

福島県警察 安全・安心情報
X（旧Twitter）の公式アカウント

全国地域安全運動
今月のテーマ��

　暮らしの中には多くの犯罪や事故などの危険が潜
んでいます。私たち一人ひとりが安全に関心を持ち、
地域の力で大切な人を守りたいものです。
　このコーナーではいわき中央警察署の皆さんにお
話しいただきます。

全国地域安全運動
　全国地域安全運動とは、安心して暮らせる
街づくりを実現するため、地域安全に携わる
関係機関、団体、地域住民及び警察が一体と
なり地域安全活動を強化させる運動のことで
毎年、10月11日(土)から10月20日(月)まで
の10日間行われます。

犯罪統計について　※令和7年8月末時点
　県　　内
　　　刑法犯　5,557件 (前年比-263件)

　いわき市
　　　刑法犯　1,030件 (前年比-19件) 
　　　自転車盗　129件 (前年比32件) 
　　　万引き　　129件 (前年比32件)
　自転車の盗難や万引きが依然として多いで
す。自転車の盗難については、ほとんどの方
が鍵を掛けていない状態で盗難被害に遭って
いますので自転車の鍵は短時間であっても必
ず掛けるようにしてください。

投資に関する詐欺被害の増加
　最近、SNS型の投資詐欺やロマンス詐欺の
被害が増加しています。
【SNS型投資詐欺とは】
　SNS等を通じて投資をすれば儲かると信じ
させ、投資アプリ等に誘導します。その後、
虚偽の利益を表示する等して安心感を与え、
架空の投資を継続させながら投資金名目や出
金手数料名目で金銭をだまし取る詐欺です。
【SNS型ロマンス詐欺とは】
　SNS等を通じて恋愛感情や親近感を抱かせ
ながら投資に誘導し、投資金名目やその利益
の出金手数料名目などで金銭等をだまし取る

ものや架空の事実を口実に交際の継続等を前
提とした各種名目で金銭等をだまし取る詐欺
です。
　これらの詐欺被害を予防するためには、
・SNSインターネット上の投資話に注意
・面識のない人からの投資話は危険
・「絶対儲かる」 「あなただけ」 「元本保証」等
　の話は詐欺の可能性大
　等を心掛けてください。

自主防犯活動
各地区には、地域住民の自主的なボラン

ティアによる防犯パトロールなどの活動を通
じて、地域全体の犯罪抑止力を高めることを
目指す防犯協会が存在しており、皆さまのご
協力により地域全体の犯罪抑止力を高めるこ
とが出来ます。自宅の確実な施錠やご近所同
士の挨拶、地域での見守り活動等は地域全体
の安全安心に繋がりますのでご協力をお願い
いたします。

※段落　1 字字送り注意

　　　　　    　　　　 に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまとともに紙面を作っていければと考えております。
みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…
そんな『ここ暮らす』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「十日夜」「流す」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペット、孫、子ども、
　　奥さん、旦那さん、家族、など、みなさん
　　の宝物を、その画像と説明文（100 字程度）
　　を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『ここ暮らす』
　でのみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

☎0246（38）7171
E-MAIL news.koko_
　　　　　 @iwaki-minpo.co.jp
〒971‐８１３１
いわき市常磐上矢田町叶作13-3

いわき民報社内「ここ暮らす」編集室

お問い合わせ

9
月
号
の
当
選
者

「
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）」

ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
わ
き
民
報
社
提
供

3
名様

ク
イ
ズ
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
で
す
。
正
解
者
の
中

か
ら
３
人
に
、
い
わ
き
民
報

社
提
供
の
「
図
書
カ
ー
ド
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０
円
分
）」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
は
が
き
に

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
②

読
者
の
声
に
使
用
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
「
文
化
の
秋
を
感
じ

る
地
元
の
催
し
や
思
い
出
」

へ
の
回
答
③
表
紙
の
挿
絵
に

対
す
る
感
想
④
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、10
月
10

日
必
着（
当
日
消
印
不
可
）
で

編
集
室
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

国
井
成
昭
さ
ん（
平
）、
藤
田

愛
子
さ
ん（
内
郷
）、
高
橋
茂

さ
ん（
南
相
馬
市
）
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